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選択式
回答

記述式回答

1

2015年３月上旬から中旬にかけて
の経済状況について、関連する業
界、地域等の現状やご自身の知
見・経験等を踏まえ、3か月前(2014
年12月上旬から中旬)と比べて良く
なっているか、悪くなっているか選
んでいただき、その理由をデータや
具体的な事例とともに300字以内で
ご記入ください。その際、前年との
違い等お気づきの点があれば併せ
てご記入下さい。

２－１

足下の企業収益の拡大が速やかに
賃金上昇や雇用拡大につながり、
更なる消費や投資の拡大に結び付
くためにとるべき対応について、具
体的なお考えがございましたら、
500字以内でご記入ください。

２－２

好循環が生まれ始めている一方、
非正規労働者や中小企業等への
波及が重要との指摘もございます。
そうした観点から強化すべき取組に
ついて、お考えがございましたら300
字以内でご記入ください。

-

-

質問事項

経済動向

経済の好循環実現に向けた取組について
医療や介護の給付の無駄の見直し・効率化を通じて、医療の質の向上と負担抑制を同時に実現することは、経済成
長を促進させることにもなる。保険料や高齢者医療制度への支援金等の負担を軽減することで、可処分所得を増や
し、消費の増加や、民間企業の負担軽減を促すとともに、民間の参入を促すことができれば、イノべーションが生まれ
る素地もでてくる。
　まさに、社会保障改革は、少子高齢社会に直面する経済の好循環の一条件ともいえるものであり、「病気を治す」現
在の医療体制から、2020年初の団塊の世代が７５歳以上となる時期に向けて、「健康を維持する」医療体制へと抜本
的な転換を図ることに官民が一体となって取り組むべきだ。高齢化という日本の弱みを強みに変えることこそが、安倍
内閣が取り組むべきあらたなチャレンジである。また、逆進性の高い保険料が軽減されることは、昨今議論されている
格差是正にも資することを付け加えたい。




